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Ⅰ．問題と目的 

 従来の孤独に関する心理学研究では、孤独の消極的側面や精神病理に焦点が当てられ、

否定的に論じられることが多かった。その一方で、日常生活の中で、心の傷つきや疲れを

癒し、自己の内面へと向かう作業をしたり、エネルギーを蓄えたりするうえで、ひとりで

いる場所や時間を持つことは重要である（山岡, 2002）といった青年期のアイデンティテ

ィ発達における孤独体験の必要性は論究されているものの、実証的な研究は数少ない。本

研究は、「孤独」を中立的なニュアンスで捉えるために、「ひとりでいること」という用語

を採用し、「物理的に単独でいる状態（自分の部屋など）、あるいは複数の人がいる中で単

にひとりでいる状態（通学の電車の中など）」と定義し、実証的な検討を行った。その目的

は、個と関係性の発達過程の違いが孤独体験に与える影響、さらに異なる孤独体験におい

て働く心理的機能の特徴について検討し、青年期発達における孤独体験の意義を明らかに

することであった。また、男性は個の発達に、女性は関係性の発達にやや重心が置かれる

ことから、性差を検証し、男女別の因果モデルを構成した。さらに、大学生における孤独

体験の実態を把握するために、自由記述分析を試みた。 

Ⅱ．方法 

 2011 年 5 月～6 月に、都内の大学生 18 歳～23 歳を対象に質問紙を配布（配布数 723、

回収数 651、回収率 90.0%）し、24歳以上の回答（4）と記入漏れ（12）を欠損値（2.5%）

として除外し、最終的な有効回答数は 635（男性 213名、女性 422 名、平均年齢 20.1歳、

SD=1.33）であった。調査は、授業終了時に筆者が質問紙を直接配布し、翌週の授業終了

時に回収を行った。 

 質問紙は、以下の３つの尺度とフェイスシート（「ひとりでいること」の意義についての

自由記述を含む）から構成した。①「ひとりでいること」の心理的機能を測定する尺度：

中村（2008）による「大学生版『居場所』の心理的機能尺度」（26 項目 5 件法）、②「ひ

とりでいること」に関する態度を測定する尺度：松尾・小川（2000）による「一人でいる

ことに関する態度尺度」（12項目 4件法）、③個と関係性の発達を測定する尺度：落合（1983）

による「孤独感尺度（LSO）」（16項目 5 件法） 

 分析方法は、3 つの尺度の因子分析、各下位尺度における一要因分散分析による学年差

の検討および t 検定による性差の検討、3 つの尺度間の男女別の相関分析、3 つの尺度に

おける男女別の重回帰分析およびパス図作成、KJ法による男女別の自由記述分析である。 

Ⅲ．結果 

 孤独感尺度の各下位尺度得点を説明変数とし、一人でいることに関する態度尺度の各下

位尺度得点を基準変数として重回帰分析を行い、さらに孤独感尺度および一人でいること

に関する態度尺度のそれぞれの下位尺度得点を説明変数とし、心理的機能尺度の各下位尺

度得点を基準変数として重回帰分析を行った結果は、以下の結果①から結果⑤である。 

結果①：関係性の発達を示す「他者からの理解の確信」は、男性は心理的機能の「自己効

力感」（β=.32, p < .001）に、女性は「ひとりでいること」を快適と感じるポジティブな

孤独態度の「一人快適」（β=.24, p < .001）に有意な影響を与えていることが示された。 

結果②：個の発達を示す「個別性の気づき」は、男女ともに「一人快適」に有意に影響し

ていることが示された（男性：β=.33, p < .001・女性：β=.30, p < .001）。 

結果③：「一人快適」は、男女ともに心理的機能の「充足感」との間（男性：β=.54, p < .001・
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女性：β=.60, p < .001）、「対人関係の調整」との間（男性：β=.48, p < .001・女性：β

=.47, p < .001）、「自己効力感」との間（男性：β=.32, p < .001・女性：β=.42, p < .001）、

「思考・内省」との間（男性：β=.26, p < .001・女性：β=.27, p < .001）において、そ

れぞれ有意な相関があることが示された。 

結果④：ひとりでいられなさを特徴とする「一人回避」のネガティブな孤独態度は、男女

ともに個と関係性の発達とも心理的機能とも有意な相関はみられなかった。 

結果⑤：ひとりでいるよりも他者と一緒にいることを求める「他者希求」のネガティブな

孤独態度は、男女ともに個と関係性の発達からの有意な影響はみられず、男女ともに「思

考・内省」との間に有意な低い相関がみられた（男性：β=.26, p < .001・女性：β=.26, p 

< .001）。 

結果⑥：「ひとりでいること」の意義についての自由記述を KJ 法で分類した結果、男女と

もに「思考・内省」の構成比が最も高く（男性 36.6%、女性 40.2%）、次いで男性は「『ひ

とりでいること』の希求・活用」（19.6%）、「対人関係によるストレスからの回復」（15.1%）、

女性は「対人関係によるストレスからの回復」（21.8%）、「感情の調整」（17.9%）の順で

あった。 

Ⅳ．考察 

結果①より、自分のことをわかってくれる人がいると感じられることが、個に関心が向

く男性にとっては、重要な他者からの承認が得られ、自己効力感が高まることに、関係性

に関心が向く女性にとっては、重要な他者がいざとなれば支えてくれるという安定感が生

じ、安心してひとりでいられることにより、「ひとりでいること」を快適と感じることや、

その一方で、関係性に関心が向くことにより、対人関係による疲れやストレスを感じ、む

しろひとりになってリフレッシュや癒しを必要としていることにそれぞれつながると推察

した。 

 結果②と③より、ひとりでいられるためには、個の発達が重要であり、「一人快適」とい

うポジティブな孤独態度において、アイデンティティ発達に役立つと推察される心理的機

能が働いている可能性が示唆された。 

 結果④より、「一人回避」の人は、表面的な対人関係や自己意識の低さが関係すると推測

されたが、その要因を明らかにするには至らなかった。しかしながら、因果モデルからは、

個に関心が向くようになれば、「個別性の気づき」が高まり、「個別性の気づき」が高まれ

ば、「一人快適」が高まり、最終的には心理的機能がより働くようになることが示され、「一

人回避」の青年にとって、自分がない状態から脱して、自分という個に関心が向くような、

つまり、自己意識を高めるような働きかけを行うことが有意義であろうと思われる。 

 結果⑤より、「他者希求」の人は、ストレス下において、ソーシャル・サポート資源とし

て物理的な他者を求めることは、ひとりでひきこもるより、むしろ健全な態度なのではな

いか、また同時に、他者に支えてもらったという経験が、いざとなれば支えてくれる人が

いるという確信につながり、「他者希求」は、関係性の発達の基礎体験を積み重ねているの

ではないかと推察した。「思考・内省」に関しては、ポジティブな孤独態度とネガティブな

孤独態度では、「思考・内省」の質が異なる可能性が考えられ、その質が特定できるように、

質問紙の改善が課題として残された。 

 結果⑥より、現代青年の実態として、「ひとりでいること」は、自己を見つめ直したり、
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対人関係による疲れを癒したりする場として大切であると多くの大学生が認知し、男性は

個にやや重心を置き、女性は関係性にやや重心を置いていることが示された。 

 本研究において、個と関係性の発達の観点から、大学生の孤独態度と心理的機能につい

て、男女別の孤独体験の因果モデルを提示したことは、青年期発達をより理解するための

一助となると考える。今後、さらなるデータの蓄積が望まれる。
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